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ない」「分かっても発表をしない」と答えた子が半数ほどいた。子どもたちは自分の考えを伝える

ことを好んでおらず、友達とかかわって学び合うことのよさを実感できていないのである。 
 そこで、友達に自分の考えを話し、友達の考えを聞くことで、学びが深まることを実感できる

授業づくりが大切ではないかと考えた。そのためには、「自分の考え（分からないことも含め）を

表出しやすくなること」「友達とかかわって学び合うこと」が必要となるのではないかと仮定した。 
（２）自己の課題意識の変容 

 当初は、研究テーマを「傍観者になりがちな子どもが参加しやすい授業のあり方」と設定して

いた。しかし、実習校でのＡ子の観察から、教科や授業内容、環境などの違いにより学びの表れ

は異なることが明らかとなり、「傍観者」として特定される子がいるのではなく、「傍観者が生ま

れやすい状況や場面」を教師がつくり出しており、それを壊す必要があると考えるようになった。 

（３）授業実践 

①授業実践の構想 

傍観者が生まれやすい状況や場面を壊し、学びへの参加を支える授業のあり方を探るために、

「ワークショップ型授業」「ジグソー学習」「オープンエンドアプローチ」「実生活に結び付く学習」

を実践したり、参与観察を行ったりした。それぞれの授業の意義は、以下の通りである。 
１）ワークショップ型授業 

ワークショップ型授業は、学習者の活動が中心の授業であり、教師の説明や発問が中心ではな

いため、学習者の自由度が増え、試行錯誤を通して能動的な学びが可能となる。 
２）ジグソー学習 

ジグソー学習は、話したり聞いたりする必然性のある学習である。自分とは異なる考えを

もつ他者の存在があり、自分の考えを必要とされる状況を生み出すこの学習によって、一人

ひとりが考えを表出し、相互作用により理解が深まり、互いの存在を認め合うことができる。 
３）オープンエンドアプローチ 

正答が多様にあるオープンエンドの問題を扱うことにより、自信のなさや不安を抱えている子

どもも、正答誤答にとらわれることなく自由に考えて自分の考えを表出し、学びに参加できる。 
４）実生活に結び付く学習 

 日常的なものを扱うと、人はより能動的に学ぶとされており、学ぶことは自分に身近なものや

実生活に生きるものだと感じることが、授業への参加しやすさにつながる。 
②授業の実践と分析・考察 

本研究では、子

どもが学びへ参加

しやすい授業づく

りをするために、

様々な教科におい

て様々な方略での

授業実践を試みた。実践した単元をまとめると、表１の通りである。ただし、実践５は実習校担

当学級のＡ教諭による授業、実践７はＡ教諭とのＴＴによる授業である。 
１）ワークショップ型授業（学活「みんなでつながるために」） 

表１ 授業実践をした単元 

実践 教科・単元名 授業の方略 実施月

１ 学級活動「みんなでつながるために」 ワークショップ型授業 ６月 

２ 学級活動「動物園の案内図をつくろう」 ワークショップ型授業 ６月 

３ 道徳「信頼し合える仲間」 ジグソー学習 ６月 

４ 理科「こん虫を調べよう」 ジグソー学習 ６月 

５ 国語「詩を楽しもう」 ジグソー学習 ９月 

６ 算数「大きな数」 オープンエンドアプローチ 10 月 

７ 算数「時間と時刻」 実生活に結び付く学習 12 月 
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Futaba HAYAMI 
１ 問題の所在 

 ベネッセ教育研究開発センターが 2010 年に発表した『学習指導基本調査報告書』によると、

６割を超える教師が「児童・生徒の学力格差が大きくなった」と答えているにもかかわらず、2007
年調査の「授業を進めるときの目安となる児童・生徒」についての問いでは、５割以上の教師が

「理解度が中位以上」と答えている。2007 年の同報告書による小学生への調査からは、学力階層

の下位とされる子どもの方が授業に集中できていない様子がうかがえ、理解度が低いと言われる

一部の子どもたちは、授業内容が理解できないもどかしさや自信のなさなどを抱え、授業へ参加

しにくさを感じているのではないかと考えられる。 
 これまでの筆者の授業実践は、基本的に一斉授業が多く、積極的に挙手をする一部の子どもた

ちが中心となっており、傍らには参加しにくさを感じている子がいたはずである。このような傍

観者になりがちな子を生んでしまうような「教師主導の知識伝達型授業」から、今後は「学習者

中心の知識構築型授業」への転換が必要である。教師として「子どもたちにどう教えるか」とい

う方向からの視点ではなく、「子どもがどう学んでいるか」という子どもの側に立った視点をもち、

子どもを中心に据えた授業づくりが必要であると考えた。 
 
２ 研究の目的と方法 

本研究の目的は、どの子も学びへ参加することをめざし、そのためにはどのような授業づくり

をする必要があるかを明らかにすることにある。また、参加を支える環境づくりの工夫について

も探り、自分自身の実践と結び付けて整理することとした。 
そこで、実習校でのアクションリサーチを中心に、小学校３年生を対象として研究を進める。

大学院で学んだ知見を取り入れながら、３年の担当学級で授業実践を行い、子どもの発話記録、

活動の観察、ワークシート、振り返りアンケート等から学びの様子を分析する。他教師による授

業実践も働き掛けたり、大学院で得た考え方を紹介したりすることで、新たな見方を広める。ま

た、参加しやすい授業を支える環境をつくるための教師の働き掛けについて観察したりアンケー

ト調査を行ったりするとともに、自分の経験を整理するなどして、それらをまとめ分析する。 
 
３ 参加をめざした授業づくりへの試み 

（１）実習校から見えた課題 

 アクションリサーチを始めるにあたり、2012 年５月に実施した３年生全員対象の勉強アンケー

トでは、「友達に自分の考えを伝えるのが好きではない」「友達と教え合ったり相談したりしたく
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を与えられなくても、協調学習を通して理解が深まることが示唆された。この授業を通して、

一人ひとりの考えが必要な課題を設定することや、他のグループの考えが聞きたくなる話し

合いの必要性、「競争」ではなく「協同」の意識をもたせることの大切さを学んだ。 

５）ジグソー学習（国語「詩を楽しもう」） 

作者の人柄を想像することをねらいとした詩の学習である。２編の詩を、ジグソー学習と一斉

学習との異なった学習法により実施することで、子どもの学びの様子を比較した。ジグソー学習

では、難易度の高い詩を自分たちの力で読み取り、作者の人柄を想像することが難しく思われた

が、試行錯誤しながらもグループの友達の考えを受け入れながら話し合いを進めていることが発

話から見出せた。授業後には、自分の考えを話したり友達と相談したりすることに対して、ジグ

ソー学習のほうが肯定的に捉える子が多かった。教師の発話の回数は、ジグソー学習が一斉学習

の半分以下となり、一斉学習では教師が話し合いをコントロールしがちであることが明らかとな

った。しかし、どちらの学習法にも長所と短所があることから、授業のねらいによって適切に取

り入れることが大切である。この授業を通して、全員が話せる場を保障することや、子どもたち

の力で学べるような足場づくりをすること、子どもたちの思考の流れに沿った発問をすることの

必要性を学んだ。 
６）オープンエンドアプローチ（算数「大きな数」） 

 正答が多様にある学習は、自分の考えを表出しやすくなると考えた。20000 点になるカードの

組み合わせを多様に考える際、解の多様性とともに、一人ひとりの表現の多様性を生かすことも

ねらいとした。自分の考えをもつ段階では、実際にカードを操作したり、数値を書いたり、計算

を使ったりと、多様な方法で自分の考えを表現した。全員が自分なりの考えをもつことができ、

授業後には 100％の子が一生懸命活動できたと答えている。また、「答えがいろいろあり、間違え

やすくなくてほっとした」など、オープンエンドの価値を実感する記述も多く見られた。この授

業を通して、正答や考え方が多様にある課題の設定や、子どもが自由に考え表現できる場の設定

の重要性が明らかとなった。同時に、教師の出番の難しさを考えるきっかけにもなった。 
７）実生活に結び付く学習（算数「時間と時刻」） 

 学びが教室の中だけのものではなく実生活と結び付いていることを感じられるように、算数が

生活の中で使える身近な題材を設定した。時間や時刻、条件をもとにハイキングのコースを考え

る学習である。第１段階として、全員が参加できるように一人で計画を立てる学習を設定し、第

２段階ではグループで協力して計画を立てる学習を設定した。子どもたちは、実際に時計を動か

したり計算をしたりしながらコースを考え、全グループが最後まで計画を立てることができた。

単なる時間の計算に比べ、いつの間にか夢中で問題に取り組む姿が見られた。授業後のアンケー

トでは、算数と生活の結び付きや有用性に触れる記述が多く見られた。この授業を通して、生活

の中にある身近な題材を工夫することや、話すことや聞くことが自分事になるグループ活動の必

要性について学んだ。 
③勉強アンケートから見えた子どもの意識の変容 

2012年５月、７月、12月に担当学級 27名の子どもを対象に実施した勉強アンケートの結果は、

図２の通りである。 
 全体的に肯定的な意見が増えている。「友達と教え合ったり相談したりすること」についての理

 

話すことのよさを感じてほしいと考え、友達に尋ねたり伝えたりする必要性のあるゲームを設

定した。ゲームを楽しむ中で自然と話す姿が見られ、考えを伝えることや友達と教え合うことに

ついて、授業後には 70％を超える子が肯定的に捉えた。この授業を通して、全員が参加できる課

題設定の工夫や温かい雰囲気づくりの必要があることが分かった。 
２）ワークショップ型授業（学活「動物園の案内図をつくろう」） 

カードに書かれた内容についてグループの友達と言葉で伝え合う必然性のある活動を設定し、

互いの情報をつなぎ合わせ、案内図を完成させる授業である。最初は情報をどうつなげたらよい

か見当もつかない様子だったが、徐々に情報を関連付けた話し合いへと変わっていき、授業後に

は 96％の子が自分の考えを話せたと実感した。この授業を通して、分からないことが気軽に聞け

る少人数での活動のよさや、自他の考えの比較により話し合いが活発化すること、友達とともに

解決したくなる課題設定を工夫することの大切さを見出した。 
３）ジグソー学習（道徳「信頼し合える仲間」） 

勉強アンケートから明らかとなった「話すことや友達とかかわり合うことに否定的である」

という課題について考える授業である。初めてのジグソー学習であり、授業後には 96％の子

が友達との話し合いができたと肯定的に捉えた。しかし、それぞれの考えを組み合わせる必

然性がなく、ジグソー学習の価値を生かし切れなかった。この授業を通して、一人ひとりが

持ち寄った考えを統合しなければ解決できない課題を設定することの必要性を学んだ。 

４）ジグソー学習（理科

「こん虫を調べよう」） 

昆虫のからだのつくり

のきまりについて、エキ

スパートグループで観点

別に話し合い、ジグソー

グループで比較・統合す

ることで共通性を明らか

にする授業である。自分

の意見が言えたと実感し

た子も多く、２時間続き

の学習に意欲的に取り組

んだ。Ａ男の発話の分析（表２）か

らは、最初は分からないと繰り返し

ているが、次第に自分の気付きを話

せるようになっていることが分か

る。振り返りアンケートからは、自

己肯定感の高まりも見られた。 

全員のワークシートの分析（図１）

からは、ジグソー学習により記述し

た観点が増えており、教師から知識

表２ Ａ男の発話 

＜自分の考えを書く場面で、「分からない」を繰り返す＞ 

Ａ男：これ、分かりそうなんだけど分からない。分かりそうで分からない。
Ｔ  ：いくつに分かれてるの？ 
Ａ男：３？ 
Ｔ  ：３？いいじゃん、それ。３かなあとか書いていいよ。 
Ａ男：でも、はっきりしない。分かんないなあ。分からないなあ、なんか。

＜エキスパートグループで、自分なりの気付きを話し始める＞ 

Ａ男：こことここ、つながってると思う。
Ｂ男：おれもそう思うんだけど。 
Ａ男：よかった。おれもそう思う。こことここ、つながってると思う。 

＜ジグソーグループで、自分の考えを話す＞ 

Ａ男：気がついたことある。昆虫は、頭・胸・腹で。頭・胸・腹。
Ａ男：昆虫は足が６本…昆虫は、頭・胸・腹だけど。 
Ａ男：本物見たら、こうなってた。 
Ｃ男：確かに、頭・胸・腹になってる。でも、頭・胸・腹しか書いてない

からさあ。 
Ａ男：違うと思うけど。会社ではねえ、ここが頭、ここが胸で、ここが腹。

 

図１ 昆虫のからだのつくりのきまり３観点の記述 
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を与えられなくても、協調学習を通して理解が深まることが示唆された。この授業を通して、

一人ひとりの考えが必要な課題を設定することや、他のグループの考えが聞きたくなる話し

合いの必要性、「競争」ではなく「協同」の意識をもたせることの大切さを学んだ。 

５）ジグソー学習（国語「詩を楽しもう」） 

作者の人柄を想像することをねらいとした詩の学習である。２編の詩を、ジグソー学習と一斉

学習との異なった学習法により実施することで、子どもの学びの様子を比較した。ジグソー学習

では、難易度の高い詩を自分たちの力で読み取り、作者の人柄を想像することが難しく思われた

が、試行錯誤しながらもグループの友達の考えを受け入れながら話し合いを進めていることが発

話から見出せた。授業後には、自分の考えを話したり友達と相談したりすることに対して、ジグ

ソー学習のほうが肯定的に捉える子が多かった。教師の発話の回数は、ジグソー学習が一斉学習

の半分以下となり、一斉学習では教師が話し合いをコントロールしがちであることが明らかとな

った。しかし、どちらの学習法にも長所と短所があることから、授業のねらいによって適切に取

り入れることが大切である。この授業を通して、全員が話せる場を保障することや、子どもたち

の力で学べるような足場づくりをすること、子どもたちの思考の流れに沿った発問をすることの

必要性を学んだ。 
６）オープンエンドアプローチ（算数「大きな数」） 

 正答が多様にある学習は、自分の考えを表出しやすくなると考えた。20000 点になるカードの

組み合わせを多様に考える際、解の多様性とともに、一人ひとりの表現の多様性を生かすことも

ねらいとした。自分の考えをもつ段階では、実際にカードを操作したり、数値を書いたり、計算

を使ったりと、多様な方法で自分の考えを表現した。全員が自分なりの考えをもつことができ、

授業後には 100％の子が一生懸命活動できたと答えている。また、「答えがいろいろあり、間違え

やすくなくてほっとした」など、オープンエンドの価値を実感する記述も多く見られた。この授

業を通して、正答や考え方が多様にある課題の設定や、子どもが自由に考え表現できる場の設定

の重要性が明らかとなった。同時に、教師の出番の難しさを考えるきっかけにもなった。 
７）実生活に結び付く学習（算数「時間と時刻」） 

 学びが教室の中だけのものではなく実生活と結び付いていることを感じられるように、算数が

生活の中で使える身近な題材を設定した。時間や時刻、条件をもとにハイキングのコースを考え

る学習である。第１段階として、全員が参加できるように一人で計画を立てる学習を設定し、第

２段階ではグループで協力して計画を立てる学習を設定した。子どもたちは、実際に時計を動か

したり計算をしたりしながらコースを考え、全グループが最後まで計画を立てることができた。

単なる時間の計算に比べ、いつの間にか夢中で問題に取り組む姿が見られた。授業後のアンケー

トでは、算数と生活の結び付きや有用性に触れる記述が多く見られた。この授業を通して、生活

の中にある身近な題材を工夫することや、話すことや聞くことが自分事になるグループ活動の必

要性について学んだ。 
③勉強アンケートから見えた子どもの意識の変容 

2012年５月、７月、12月に担当学級 27名の子どもを対象に実施した勉強アンケートの結果は、

図２の通りである。 
 全体的に肯定的な意見が増えている。「友達と教え合ったり相談したりすること」についての理

 

話すことのよさを感じてほしいと考え、友達に尋ねたり伝えたりする必要性のあるゲームを設

定した。ゲームを楽しむ中で自然と話す姿が見られ、考えを伝えることや友達と教え合うことに

ついて、授業後には 70％を超える子が肯定的に捉えた。この授業を通して、全員が参加できる課

題設定の工夫や温かい雰囲気づくりの必要があることが分かった。 
２）ワークショップ型授業（学活「動物園の案内図をつくろう」） 

カードに書かれた内容についてグループの友達と言葉で伝え合う必然性のある活動を設定し、

互いの情報をつなぎ合わせ、案内図を完成させる授業である。最初は情報をどうつなげたらよい

か見当もつかない様子だったが、徐々に情報を関連付けた話し合いへと変わっていき、授業後に

は 96％の子が自分の考えを話せたと実感した。この授業を通して、分からないことが気軽に聞け

る少人数での活動のよさや、自他の考えの比較により話し合いが活発化すること、友達とともに

解決したくなる課題設定を工夫することの大切さを見出した。 
３）ジグソー学習（道徳「信頼し合える仲間」） 

勉強アンケートから明らかとなった「話すことや友達とかかわり合うことに否定的である」

という課題について考える授業である。初めてのジグソー学習であり、授業後には 96％の子

が友達との話し合いができたと肯定的に捉えた。しかし、それぞれの考えを組み合わせる必

然性がなく、ジグソー学習の価値を生かし切れなかった。この授業を通して、一人ひとりが

持ち寄った考えを統合しなければ解決できない課題を設定することの必要性を学んだ。 

４）ジグソー学習（理科

「こん虫を調べよう」） 

昆虫のからだのつくり

のきまりについて、エキ

スパートグループで観点

別に話し合い、ジグソー

グループで比較・統合す

ることで共通性を明らか

にする授業である。自分

の意見が言えたと実感し

た子も多く、２時間続き

の学習に意欲的に取り組

んだ。Ａ男の発話の分析（表２）か

らは、最初は分からないと繰り返し

ているが、次第に自分の気付きを話

せるようになっていることが分か

る。振り返りアンケートからは、自

己肯定感の高まりも見られた。 

全員のワークシートの分析（図１）

からは、ジグソー学習により記述し

た観点が増えており、教師から知識

表２ Ａ男の発話 

＜自分の考えを書く場面で、「分からない」を繰り返す＞ 

Ａ男：これ、分かりそうなんだけど分からない。分かりそうで分からない。
Ｔ  ：いくつに分かれてるの？ 
Ａ男：３？ 
Ｔ  ：３？いいじゃん、それ。３かなあとか書いていいよ。 
Ａ男：でも、はっきりしない。分かんないなあ。分からないなあ、なんか。

＜エキスパートグループで、自分なりの気付きを話し始める＞ 

Ａ男：こことここ、つながってると思う。
Ｂ男：おれもそう思うんだけど。 
Ａ男：よかった。おれもそう思う。こことここ、つながってると思う。 

＜ジグソーグループで、自分の考えを話す＞ 

Ａ男：気がついたことある。昆虫は、頭・胸・腹で。頭・胸・腹。
Ａ男：昆虫は足が６本…昆虫は、頭・胸・腹だけど。 
Ａ男：本物見たら、こうなってた。 
Ｃ男：確かに、頭・胸・腹になってる。でも、頭・胸・腹しか書いてない

からさあ。 
Ａ男：違うと思うけど。会社ではねえ、ここが頭、ここが胸で、ここが腹。

 

図１ 昆虫のからだのつくりのきまり３観点の記述 
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子どもたち一人ひとりに学びへの参

加の場が保障される「他者との学び合

いの場の工夫」は、本研究の中でも重

要な視点である。自分と違う他者の存

在が学びを深めるのである。 
こうして自分たちの力で学び、知識

を獲得した子どもたちは、知的な深ま

りと自己肯定感の高まりを感じ、次へ

の学びの意欲をもつのではないかと考

える。 
（２）教師の意識を変える 

 本研究及び２年間の学びから、教師

の意識を変えることが、子どもの学び

への参加を支えることになると考える。 
①子どもや授業の新たな見方 

教師が知識を与えるのではなく、「子

どもがどう学ぶか」という視点をもつ

ことが重要である。この「子どもを中

心とした考え方」が、参加を支える原

点である。授業実践を通して、今まで

教師が丁寧に支援をしていたことは、実は効率性を重視したものではなかったかという疑問が生

まれた。子どもが学ぶとは、遠回りをしたり失敗をしたりするものであり、先回りをして障害に

なるものを取り除くことが教師の役割ではない。子どもの自ら学ぶ力の可能性を信じ、教師が子

どもに任せることも必要である。本研究のように、子どもの表れに着目することで、見えてくる

学びがある。ある教育環境が万人にとっては必ずしも有効ではないと言われていることからも、

様々な教科における様々な授業方略の必要性を感じる。 
②新たな視点を広める手立て 

 子どもや授業の新たな見方・考え方の視点を、学校現場において、お便りやインフォーマルな

話し合いの場、外部の視点を取り入れた研修会等で広める必要がある。授業における子どもに寄

り添った見方についても提案し、できる範囲での実践が大切であると考える。 
③子どもに寄り添い学び続ける教師 

教師の意識を変えることで授業が変わり、子どもが変わることがあるはずである。今まで子ど

ものためになると思って疑いなくしてきたことを、子どもにとってどうだろうかと一度立ち止ま

って振り返られる教師、そして、子どもに寄り添い学び続ける教師でありたい。 
＜主要参考文献＞ 

石井順治（2004）『「学び合う学び」が生まれるとき』世織書房． 
稲垣佳世子・波多野誼余夫（1989）『人はいかに学ぶか』中公新書． 
三宅なほみ（2010）「協調的な学び」佐伯胖編『「学び」の認知科学事典』大修館書店．pp.459－478． 

図３ 参加を支える授業づくりの視点 

 

由を分析すると、５月には「分

かるようになる」と答えてい

た子どもたちが、「考えが深ま

る」「自分の思いつかない考え

がある」などと変化をしてい

る。子どもたちが話し合いに

参加することが、互いの考え

を深め合うことに変わってき

おり、概念形成にもよい影響

を与えていると考えられる。 

 また、「勉強が好き」「一生 
懸命勉強している」と答えている子も増えており、学びへの満足感が感じられる。自分の考えを

表出したり、友達と話し合ったりして学びへ参加することは、情意面でも変化をもたらし、参加

する意識も高まるというプラスのサイクルになると考えられる。 
 
４ 学びへの参加を支える環境づくり 

 学びへの参加を支える環境をつくるために、教師が工夫していることを明らかにした。その視

点を整理することで、今後の授業づくりや学級づくりの際に役立てたいと考えた。実習校での参

与観察や教師へのアンケート、自分のこれまでの実践を含めて整理した結果、小項目は 75 項目と

なった。それらを中項目、そして大項目へとまとめ、４つのカテゴリーに分類することができた。 

① 社会的側面による支え（学習形態・友達とのかかわり） 

② 環境的側面による支え（学習環境） 

③ 情意的側面による支え（学級づくり・学習ルール・動機付け） 

④ 認知的側面による支え（課題設定・学習展開・話し合い・個に応じた支援・評価など） 

これらの４つの側面を意識し、常に子どもの立場から「子どもがどう学ぶか」を念頭に置き、

学びへの参加を支える工夫が必要ではないかと考えた。 

 

５ 総合考察 

子どもの学びへの参加を支える授業づくりに必要だと思われる視点について、図３にまとめた。 
（１）子どもの学びへの参加を支える授業づくりのために 

子どもたちの学びは、前述の４の４つの側面に支えられていることを踏まえ、子どもがどのよ

うに感じるかという観点から「参加を支える授業づくりの視点」について次の７項目を挙げた。

「①学ぶための土台づくりの工夫」「②課題設定の工夫」「③自分の考えをもつための工夫」「④自

分の考えを表出するための工夫」「⑤他者との学び合いの場の工夫」「⑥自分たちで知識を構築す

るための工夫」「⑦新しい学びへの意欲が高まる工夫」である。 
まず、安心して学べる土台づくりが基盤となり、その土台に乗った子どもが、自分たちで学ぶ

力を発揮できるような課題設定の工夫が必要である。そのことが、自分の考えをもち、表出し、

他者と学び合うことにつながる。 
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子どもたち一人ひとりに学びへの参

加の場が保障される「他者との学び合

いの場の工夫」は、本研究の中でも重

要な視点である。自分と違う他者の存

在が学びを深めるのである。 
こうして自分たちの力で学び、知識

を獲得した子どもたちは、知的な深ま

りと自己肯定感の高まりを感じ、次へ

の学びの意欲をもつのではないかと考

える。 
（２）教師の意識を変える 

 本研究及び２年間の学びから、教師

の意識を変えることが、子どもの学び

への参加を支えることになると考える。 
①子どもや授業の新たな見方 

教師が知識を与えるのではなく、「子

どもがどう学ぶか」という視点をもつ

ことが重要である。この「子どもを中

心とした考え方」が、参加を支える原

点である。授業実践を通して、今まで

教師が丁寧に支援をしていたことは、実は効率性を重視したものではなかったかという疑問が生

まれた。子どもが学ぶとは、遠回りをしたり失敗をしたりするものであり、先回りをして障害に

なるものを取り除くことが教師の役割ではない。子どもの自ら学ぶ力の可能性を信じ、教師が子

どもに任せることも必要である。本研究のように、子どもの表れに着目することで、見えてくる

学びがある。ある教育環境が万人にとっては必ずしも有効ではないと言われていることからも、

様々な教科における様々な授業方略の必要性を感じる。 
②新たな視点を広める手立て 

 子どもや授業の新たな見方・考え方の視点を、学校現場において、お便りやインフォーマルな

話し合いの場、外部の視点を取り入れた研修会等で広める必要がある。授業における子どもに寄

り添った見方についても提案し、できる範囲での実践が大切であると考える。 
③子どもに寄り添い学び続ける教師 

教師の意識を変えることで授業が変わり、子どもが変わることがあるはずである。今まで子ど

ものためになると思って疑いなくしてきたことを、子どもにとってどうだろうかと一度立ち止ま

って振り返られる教師、そして、子どもに寄り添い学び続ける教師でありたい。 
＜主要参考文献＞ 

石井順治（2004）『「学び合う学び」が生まれるとき』世織書房． 
稲垣佳世子・波多野誼余夫（1989）『人はいかに学ぶか』中公新書． 
三宅なほみ（2010）「協調的な学び」佐伯胖編『「学び」の認知科学事典』大修館書店．pp.459－478． 
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由を分析すると、５月には「分

かるようになる」と答えてい

た子どもたちが、「考えが深ま

る」「自分の思いつかない考え

がある」などと変化をしてい

る。子どもたちが話し合いに

参加することが、互いの考え

を深め合うことに変わってき

おり、概念形成にもよい影響

を与えていると考えられる。 

 また、「勉強が好き」「一生 
懸命勉強している」と答えている子も増えており、学びへの満足感が感じられる。自分の考えを

表出したり、友達と話し合ったりして学びへ参加することは、情意面でも変化をもたらし、参加

する意識も高まるというプラスのサイクルになると考えられる。 
 
４ 学びへの参加を支える環境づくり 

 学びへの参加を支える環境をつくるために、教師が工夫していることを明らかにした。その視

点を整理することで、今後の授業づくりや学級づくりの際に役立てたいと考えた。実習校での参

与観察や教師へのアンケート、自分のこれまでの実践を含めて整理した結果、小項目は 75 項目と

なった。それらを中項目、そして大項目へとまとめ、４つのカテゴリーに分類することができた。 

① 社会的側面による支え（学習形態・友達とのかかわり） 

② 環境的側面による支え（学習環境） 

③ 情意的側面による支え（学級づくり・学習ルール・動機付け） 

④ 認知的側面による支え（課題設定・学習展開・話し合い・個に応じた支援・評価など） 

これらの４つの側面を意識し、常に子どもの立場から「子どもがどう学ぶか」を念頭に置き、

学びへの参加を支える工夫が必要ではないかと考えた。 

 

５ 総合考察 

子どもの学びへの参加を支える授業づくりに必要だと思われる視点について、図３にまとめた。 
（１）子どもの学びへの参加を支える授業づくりのために 

子どもたちの学びは、前述の４の４つの側面に支えられていることを踏まえ、子どもがどのよ

うに感じるかという観点から「参加を支える授業づくりの視点」について次の７項目を挙げた。

「①学ぶための土台づくりの工夫」「②課題設定の工夫」「③自分の考えをもつための工夫」「④自

分の考えを表出するための工夫」「⑤他者との学び合いの場の工夫」「⑥自分たちで知識を構築す

るための工夫」「⑦新しい学びへの意欲が高まる工夫」である。 
まず、安心して学べる土台づくりが基盤となり、その土台に乗った子どもが、自分たちで学ぶ

力を発揮できるような課題設定の工夫が必要である。そのことが、自分の考えをもち、表出し、

他者と学び合うことにつながる。 
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